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大 洲 民大 洲 民大 洲 民大 洲 民 報報報報    2016 年 12 月 11 日 
日 本 共 産 党 

大洲市委員会 

23-3271 

39-2915 

●農業委員会委員の定数及び 

農地利用最適正化推進委員の定数に関する条例案 

農業委員の定数 １９人 

推進委員の定数 ２０名     

現在（年額 ）  変更（年額 ） 

会長   ４１２，６００   ４１３，０００ 

会長代理 ３３０，０００   ３３０，０００ 

委員   ２５９，０００   ２６０，０００ 

なお、農地利用最適化推進委員の年額は２６０，０００円 

 

●大洲肱北駐車場を「フジ」に貸す事になります。 

 

●ホテル研家の土地購入が提案されています 

研家    ９０７，６８平方ｍ 

隣接地     １４９，７８平方ｍ 

計  １，０５７，４６平方ｍ 

土地開発基金で購入予定。坪約２３万円 

 

１２月議会の質問順です 

（敬称略） 

１２１２１２１２日日日日 １，山本光明  ２，中野寛之 ３，大野立志 ４，桝田和美 

        ５，梅木かづこ 

１３日 １，武田雅司 ２，児玉康比古 ３，東久延  ４，宇都宮宗康 

 

お誘い併せて傍聴においで下さい。なお各支所でもテレビ視聴できます。 

 

梅木かづこ議員は以下の内容で質問します。梅木かづこ議員は以下の内容で質問します。梅木かづこ議員は以下の内容で質問します。梅木かづこ議員は以下の内容で質問します。    

○ 地域医療と国保について 

○ 介護保険料や国保税の減免について 

○ 子育て支援について 

○ 土地開発公社の解散について 

○ TPP と農協改革について 

○ 災害対策と原発ごみ問題について 

○ 非正規職員の退職金支給について 

 

４野党 カジノ法案強行に抗議 

野党４党の国対委員長は５日、カジノ解禁推進法案が２日の衆院内閣委員

会で強行採決されたことに抗議し、大島理森衆院議長に、同法案を委員会に

差し戻して本会議に上程しないよう申し入れました。 

日本共産党の穀田恵二国対委員長は、同法案に国民の多くが反対している

事実をみなければならないと指摘。「不安と懸念が一掃されていない。推進

派の議連の報告書でさえ賭博依存症や治安の問題に触れているのに、関係者

や推進派も含めて招致しての参考人質疑もない。各党が精査する時間もな

い。議員立法で、野党第１党、第２党が採決に反対し、与党第２党の公明党

ですら自主投票にせざるを得ない。これを５時間３３分という短時間の審議

で強行など前代未聞だ」と批判しました。 

さらに､穀田氏が｢院の権威が問われている」と指摘したことに対して､大

島議長が｢提出者の努力で充実した審議ができなかったのかという思いがあ

る」と述べ、審議のあり方について､｢いずれ何らかのことを申し上げねばな

らない」と答えたことを紹介しました。 

 

１２月議会で出されている議案です 

●長浜中学校施設整備事業契約締結について（校舎と体育館の整備事業） 

契約金額    １，６４７，２１９，２２６円に契約約款に定める金

利設定、物価変動による増減額、市のモニタリングな

どによる減額、及び消費税及び地方消費税を加算した

額の範囲内 

契約の相手方  株式会社 大洲学校ＰＦＩセンター 

建物の完成   平成 31 年度末 

契約期間    議決のあった日から平成４７年３月３１日まで、 

完成後の維持管理を含む 

●地域おこし協力隊の報酬について 

月額 １６６，０００円 

なお、社会保障関係は大洲市が支払う。自分で得た収入は自分のもの

にする事ができるということでした。 

 


